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電子化図書館への道
教育 ，研究体制の変革

Oはじめに

平成9年2月3日 文部省学術国際局学術情子細課

大学図書館係長名で、「電子図書館的機能の充実・

強化と文教施策についてjが通達されている。そ

の通達の中には政府・学術審議会等のそれまで

の歴史的経過に沿った答申や建議がまとめられ

ている。本稿では、琉大においても電子図設館的

機能の強化が余儀なくされている背景と、その

強化に向けての基盤整備への縫言を行いたい。

0歴史的背景

平成5年 12月16日には「学術審議会学術情報部

会報告Jの中に、 「大学図書館機能の強化・高度化

の推進について」、平成8年7月29日には「学術審

議会建議」の中に、「大学図書館における電子図

書館的機能の充実・強化についてjの答申がみら

れている。これらの答申を受けて、特に国立大学
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においては、学内LANを活用した情報提供に必

要な強備及び市販電子化資料CCD-ROMlの整備、

学術情報センターにおける電子図書館システム

の研究開発や事業化計画の促進、大学の特色を

活かした先導的なプロジェク卜の支援を行う必

要性が文部省から発せられている。さ らには、電

子化図書館に向けての当面の課題としては、需

要への適切な対応、人材の磁保、養成、情報リテ

ラシー(情報利活用能力)教育の充実、また、情幸fi

化によ り露呈する著作権の対応等があげられて

いる。各大学における電子化図書館の実現に向

けての具体的行動計画の策定にあたっては、整

備のためのビジョ ン策定、学内関連組織との連

携協力の重要性が述べられている。乙のような、

文教施策の実施を行うにあたっては、各国立大

学にあっては、多くの困難が明らかになってきた。
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そこで平成9年8月8日には、国立大学図m自協

議会が「大学図書館機能の強化 ・高l支化にl刻す

るJ~望書を文部省に提出 した。この要望3の

主旨は、基盤施設を有効に活用 して各大学の図

書館運営の効務化を進め、今日の大学にみられ

る多様な情報需要に応えていくことであり、こ

れを抑し進めるための財政的保障を袈望するも

のになっている。 すなわち、高度情報化は大学

図書館が備えるべき図書館資料の商でも、また

利用者に提供するサービス形態の而でも、かつ

てなかった多様化をもたらしており、研究 ・教

育のためのさまざまな電子媒体資料の盤備 ・作

成 ・提供、さ らには学術情報の対外発信機能等

の必要性が高まっているとの認識を国立大学側

は示している。 加えて、大学内外の図書館聞の

相互連例、大学図書館の社会への公IJf.J. 国際化

への対応等の要請も一段と強まっている現状も

認識されている。このような背策のもとに‘ 'i~

子図書館的機能の充実 ・強化は‘ 大学図占filiの

|ト?代要計jに適応した存立には不可欠の条件であ

り、 J:l'1存の大学図書館にあっては従来の諸業務

の一周の改善を図るとともに.整備を推進して

いく上での設備等の経費、図書館資料購入貨や

図書館資料の保存設備の充実等の必要性が要望

されている。このような要望書をみるまでもな

く、諸種の図苫資料の電子化は、 コンビュータ

ーネットワークを介することによ り、当該の図

書資料を所蔵する図書館に行かなくとも、また

その開館l時間の制約にも拘束されずに、手I/IH苫

が必要とするi情報を入手することを可能とする

方法である。特に、蔵書所在日銀のデジタル化

は、図書館業務の全間的な自動化にとって不可

欠な前促条件であり、その全面的な実現は万難

を排して、優先的に行わなければならないのも

事実である。諸穫の一次資料のデジタル化は、

国内外の図書館聞の相互連携の推進や、:!ll:IIlな

図書資料の保一作にも適しており、さらに情報入

手後もT，';報内容の加工等がかなり自 rHに行える

ことから、 研究・教育の態様を変える可能性を

位、めている。研究 ・教育における文暖施設とし

て‘園内においてはほとんどすべての学術情報

を集積している大学図書館が早急に電子化への

対応を図り、 これらの期待に応えることが大学

の研究 教育環境の恭一雄整備において‘さらに

は大学が内外の社会に対して巣たすべき霊必な
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責務となってきている。以上述べたように、 情

報化時代の進展と共に大学図書館の有り傑が大

きく変革されなければならない。また、 同時に

大学改革における教育 ・研究体制lの改革と直接

的に連動している屯子化図古館への道の歩みを

早め、実現を急がなければならない。

O琉大図書館の歩み

(現状〉

平成8年度から、 CD“ROM等電子的情報資

料のI!持入が始まった。しかしながら、このよう

な也子媒体のI!I~入費用は従来の図Z!?館予算から

t昔、出することができずに、新たに学長に予算要

求を行わなりればならなかった。図書館の電子

的情報資料サービスの先駆けとしてのCD

ROMデータベース・サービスは、教員の学術

研究や大学院生等の調査研究能力育成に役立っ

ている。 また.これ らの利JTJ方法に関するサポ

ート体制を確立するために泡子情報係を設位し

て.定期講習会や筏業の一線としての117開会を

行っており、一部はシラパスにも組み込まれて

いる o CD-ROMデータベース ・サービスは、

いまや本学における図書館サービスの重要な位

{遣を占めている。 CD-ROM購入経費の不足に

対しては.従来の資料費の見直し、また、 CD

RO¥ilデ タベース利用に対する課金等で補I真

する努力を行 ってきた。平成11年度までの集

計においては、受益者負担'6(iが年々J曽加してい

る。この増加はDaLabase利用度のJfl}JI1を示し

ている。ネッ トワーク経由で提供する CD

ROMデータベースは、 currenrcOI1Lel1lsも含

めて耳l'!:Ellタイトルある。 scr、&SCl.A&卜ICl，

CLUTent contents、Inspec等の献金体系の見直

しをま|っており、これらのデータベースの研究

室からの接続には、利用料金を無料にしている.

am金を行うにあたっては、~金料金の上|製を l

ユーザあたり年間 2万円に設定されている.こ

のように、当琉球大学附属/gl書館においても二

次資料の電子媒体を介して、研究が展開されて

いる。一方、 各種ジャーナルは、現在fII!-J'体と

して購入している。 囚みに、 医学部分館ではコ

アジャーナル洋雑誌J!l4入制は約5300万円、和

雑誌400万円であり、これらのJ!I~人質は、いず

れも前度研究費からの拠出であり、多大な出資

である。年々値上げされている附千体の購入費
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の高騰には、抜本的な対応が迫まれているのも

事実である。 また、これら冊子体を利用するに

あたっては、 開館|侍|問中に貸し出しを受ける必

要があり 、24時間図愁館利用が不可能な現在

にあっては、利用効率の怒さがみられる。一方、

冊子体の保管には‘害棚等の保管スペースの確

保にも限度があり、 今後の対策が必袈となる。

(電子ジャーナルの登場と特長〉

情報通信技術の発展に伴って、オンラインに

よるジャーナルが登場した。 1992年に米国

OCLC (onl山 巴 computerlibrary centerlが|臨

床科学雑誌をインターネットで提供を始めた。

1998年には、丸善カタログでは約100社の出

版社の約5000タイトルが記載されている。今

後ますます全ジャーナルに占める電子ジャーナ

ルの数が摘してくると恩われる。このような電

子ジャーナルは.主にインターネットを通じて

電子的に提供される雑誌であり 、従来H骨子体で

刊行されている雑誌のオンライン版が大部分で

あるが、 中には冊子体を持たないオンラインデ

ータベース等で提供されているものもある。そ

の他にCD-.ROMで提供されたデータをローカル・

ホストに蓄積し、イン トラネッ トで使うオフラ

イン ・タイプの電子ジャーナルもあ る。 CD

ROM版は、即時性の点で葉ft点があり、 オフラ

インデータベースでは図表等を除いた本文だけ

しか提供せず、自然科学分野のジャーナルでは、

その購読に制限のあるものもみられている。

しかしながら、電子ジャーナルには多くの特

長がみられる。冊子体の保管とは異なり、省ス

ペースが可能である。また.印刷や郵j差の行程

が省かれるため、論文や記事が書かれてから読

まれるまでのタイムラグが大幅に短縮される。

タイトルによっては、従来の冊子よ りも 2週間

から 1ヶ月も早く最新論文を読むことができる。

情報の鮮度を重視する先端分野の研究者にとっ

ては見逃せない f;車線性」が特長である。さら

には、最新号または過去の巻号の中から、求め

る情報を容易に探り出すことができる。検索の

機能としては検索項目、演算子、さ らに範囲と

しては、 I~I 次、抄録、全文、雑誌の桃断が可能

であるマルチメディアとしての機能を有してい

る。すなわち.冊子体では実現不可能な動聞や

音声、三次元画像等のデータを備えているもの
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もある。関連論文や外部データベースへのリン

ク、また著者や編集|庫とのコミュニケーション

機能を備えており、 研究者の研究発展性がうか

がえる。しかしながら、現在はまだ冊子体との

コンビネーション購読が一般的であるが、デー

タを保存するハー ドディスクが必要な場合もあ

る。また、複数のユーザーによる同時利用が可

能であり、データの再利用(データベース)の

構築が容易である。 管理上よ くみられる未着/

欠号がない等の特長を有している。電子ジャー

ナルの価格体系は各出版社によって一様ではな

い。 11世子体に付属して無料で提供されているも

の、プリント版購読を前提として僅かな追加料

金で購入可能のもの、オンライン単狼で有料の

ものがある。 しかし、我々利用者にとって最も

魅力なのは、コ ンソーシアム契約が可能な出版

社か らの発行ジャ ーナルの存在である 。

Acaclemic Pl巴SS社発行の全電子ジャーナルに

コ ンソーシアム契約が可能となっ ている。 5~

6校の大学図諮問がコンソーシアムを形成する

と、 低拠出金吉mで電子ジャーナルをオンライン

でl時読可能となる。タイトル毎にコンソーシア

ム契約が可能のものがあり、財源の少ない国立

大学図書館にと っては、早急にコンソーシアム

契約を結べるように労力すべきである。

(電子ジャーナル購読上の欠点)

現在電子ジャーナルを提供している各出版社

の方針やシステムにより異なるが、大部分の出

版社は購読中止後のデータへのアクセスが認め

られていない。多くの電子ジャーナルは f1年

間のデータへのアクセス権」を購入対象として

いるからである。 附入契約年度内であれば、パ

ックファイルを含むサーバー上のすべてのデー

タにアクセスできる反面、I!I~読中止後は一切の

データにアクセスできなくなってしまうという

欠点がある。しかしながら、累積版CD-ROM

を附入することにより、 このような欠点を補う

のが可能となる。

〈おわ りに)

電子図書館機能は、従来の機能を大きく拡大

さ世るばかりではなく図書館の存在意義を大き

く変化させるものといえる。

図書館は教官一 .研究の支援を行う間接的な場



院球大学附!且図m書官報 VoL 33 No.4 October 2000 

所としての存在意義から、これらの支援を直接

的・積極的に行う場所としての存在意義へと大

きくシフトすることになる.特に、電子媒体教

科書、ジャーナルを装備している図書館におい

てproblembas巴d learning (PBL)を"1"心とす

る学生による自学自習、チュートリアル学習が、

図書館のセミナ一室等において行うのが可能と

なるであろう。研究 ・教育の受身的支援を行う

図書館という方向性から、将来を見据えた研究・

教育の積極的な支援を行う方向へとシフトする

のが求められている。

電子化図詑館への道は、同時に琉大における

教育 ・研究体制の変革への道でもあ り、大学の

教育・研究機関としての充実を計る上で、図書

館の新しい存立意義へのシフトは、必須条件と

いえる。このシフトは電子図書館機能の強化に

より実現するであろう。

(こすぎ ただよし :琉球大学医学部教燦)

電子ジャーナルの利用について・どの学術雑誌が閲覧できますかっ

附属図書館のホームページから閲覧できる電子ジャー

ナルは次の 3タイプに大別できます包(平成12年9月現在)

aサイエンス ・ダイレクト

エルゼビアサイエンスグループの 16分野1.100誌を中

心に フルテキストの聞賞、検索、印刷が可能です。ア

クセス後にカテゴリ 毎、タイトル順等で関覧可能な

雑誌を確認することができます。

b物理学関係電子ジャーナル

英国物理学会(]nstituteof Pl1ysics: IOP)の発行してい

る雑誌が関覧、検索、印刷が可能です。これは国立情

報学研究所のトライアルに参加する ことによ り、期間

限定で(平成13年3月末日まで)閲覧が可能になっています。

c琉大図書館が購入中の学術総誌

琉大図書館が購入中の学術雑誌で、無料で電子ジャー

ナルとしても閲覧できるものをリストしています。・関長方法はワ

町司陥I~ __.. . m 愉~電子ジヤナル甲山甲

同'''''''
ザイエンスダイレクト-21 {5D -z1) 

~I ゼビ下ケー4エ0>社ι要注目守する諸宗左中川以、"'"コ余絡が見勺れ.す

利用問;15''''
lザdヱ0'ダイレクト九?ク包Jえする
t: 'arou~Ól同l何 』ポ.〆をヲ 1)，フする
"占"'"叫.，か rs短冊:hJ のしすれ/J~を沼小ー

こち主企皇丘三lfll僻

手二五阻恒盟主主土(PC>'箆言。"'-iY

英国物理学会刊吋の電子i>tーナめを&iW凶舛，てレます
f同工Z情有哲学側突所実録トラ -1711，、∞L芯3m!臼ξ1"'1

ι主主主主主主主1270)

最初に、図書館ホームページの電子ジャーナルのページ(h仕::0:/jWVV¥川ib.Lけ-yukyu.ac.jpjl巴凶lojρに

アクセスしてくださいe

aサイエンス ・ダイレク ト

「利用方法」の説明に従ってアクセスしてください。アクセスできたら、 「簡単操作ガイド」を

参照しながらご利用ください。

b.物型学関係電子ジャーナル

「こちらからどうぞJをクリックするとアクセスについての説明のページにリンクします。利用

方法や注意事項を確認してご利用ください。

C.琉大図書館が購入中の学術雑誌

本館・医学部分館別に雑誌名のアルフ ァベット順に並んでいますので、閲覧したいものをクリ ッ

クしてください。

• PDF形式について

電子ジャーナルは多くの場合PDF形式で閲覧でき、さらには雑誌と同じレイアウトで印刷するこ

とも可能です。PDF表示があるものを閲覧 ・印刷するには、予めパソコ ンにAdobe社のAcrobat

Reaclerというアプリケーショ ンソフトがインストールされている必要があります。Acrobal

Reaclelは電子ジャーナルのページから入手することができます(!賠償) 0 電子情報係)
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全国図書館大会への誘い

10月25日(水)から27日(金)の 3日問、平成12

年度の第86回全国図書館大会が「万国津梁の

邦沖縄から 21世紀へ飛朔~図書館の夢を翼に

のせて~J のテーマのもとに、 那覇で開催され

ます。

この大会は全国の国公私立大学・短大・高専

図書館をはじめ、都道府県立・ 区市町村立の公

共図書館、学校図書館、専門図書館、読書!jl!i設

及び関係機関の峨員や関係者が一堂に集って図

書館活動の活性化を図ることを目的としていま

す。明治39年に東京で第一回大会が開かれて

以来、各県持ち回りで毎年開催され、今年で

86回目になる伝統のある大会です。 最近では

全国から約 2千人が参加しています。

大会は、初日午後 1時から開会式・全体会 ・

記念講演が那覇市奥武山の県立武道館アリーナ

練で行われます。全体会ではこの l年間の図書

館界の動向を踏まえた基調報告があります。記

念講演は琉球大学教授・ 高良倉吉氏の rr9'縄 『文

化』復権の課題j です。午後日時からは懇親交

流会が開かれます。

2日目は 91時30分から午後4時まで、 14分科

会の研究討議が市内12会場に分散 して行われ

ます。分科会のテーマ、 会場、講演、発表など

の詳細は後述の県立図書館のホームページを参

照してください。

大学図書館部会では「デジタル情報時代の図

書館サービスJのテ マのもとに判1縄県立看護

大学を会場に開催されます。基調講演は大城蕃

盛氏(同志社大学)の「デジタル情報時代の大

学図書館と情報リ テラシー教育」です。それに

続いて、琉球大学附属図書館の情報リ テラシー

教育(上原恵美琉球大学的属図書館)、東南

アジアの医療情報と国際協力(山口直比古:束

手1¥大学医学部図書館)国際図書館協力の現状と

将来(加藤好郎:慶応義塾大学三田メディアセ

ンター)電子ジャーナルとコンソーシアム(LlJ 

本和雄 大学附属図書館)の 4つの事例発表が

あります。

その他、専門図書館部会では‘音楽図書館協

議会の21世紀への課題、医学専門情報の一般

市民への公開、 技術創造立国の礎"特許電子図

書館"、などの事例発表があり ます。また、 図
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Ji酪沖撲の、加i中絢から21世紀へ調湖

~凶書簡の夢寄鱒にのせて~

国:m沖制県那覇市

書館の自由部会では「豊かな資料提供を求めて

~沖純の社会と図書館~J のテーマのもとに、

講演沖純の図書館~復帰前後を中心に、シン

ポジウム 沖縄の社会と図書館が開かれます。

資料保存部会では、 沖縄近現代史研究と台湾植

民地資料の収集、沖縄県公文書館の活動と保存

療境の管型、行政文書の整理と保存管理につい

て、などの発表があります。

この 日は、午後 61時からは「図書館ボランテ

ィアを考える会」の講演会、パネルディスカ ッ

ション、実践事例報告会が那覇市中央公民館 2

階ホールで行われます。

民終日は全体会と閉会式が再び沖縄県立武道

館アリーナ棟において 9時30分から行われます。

全体会では、 前日の分科会の研究討議の報告と

それに基づいて全体討議が行われます。

大会期間中には、平行して沖縄県立武道館、

沖縄県立図書館、沖縄県青年会館で展示会が開

かれます。

全国図書館大会の詳細iは、沖縄県立図書館の

ホームページの中で、全国図書館大会のページ

http//www.library.pref.okinawa.jp/z巴nkok

u-teUkeU.htmlに掲載されていますので、ご参照

ください。

全国各地から、多数の図書館関係者が集まる

この大会に、皆さんも参加してみませんか。

-5-
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医学図書館の地域医療情報サービス

はじめに

現在、 大学の開放ということで、大学が地域

との関りを問われている時代である。そこで、

県内医療機関との関りが戦後の沖糾の医療事情

から出発しており、また琉球大学の創設の歴史

も地域と深い|銅りの中から誕生していることか

ら、県内医療機関への情報提供等の支援は本学

にとっても重要な事である。昨年九州地区医学

図書館員セミナ で発表したことをベースに大

学図書錨の地域医療情報サービスについて述べ

たい。

戦後沖縄の医療事情

疏球大学教授を歴任した照屋寛普氏の著書『戦

後沖縦の医療』によると、終戦直後の沖縄は戦

争で荒廃していて、中でもマラリアは爆発的に

流行したようである。当時60万人の人口で3人

に1人が線量ましたが、 駆端な医師不足で、 充分

な看護ができなかったようである。そんな中で

沖縄における医師数の不足解消のため、琉球大

学に医学部設慣を要望する住民の声があり、ま

た、本土で医学を修めた医師の定着をはかるた

め、研究、 総合教育病院の建設が待たれた。沖

縄の極端な医師不足解消のため.県民の強い願

いと日本政府の支援があって、 H百平rl54年に琉

球大学に念願の医学部が設置されたわけで、ある。

琉球大学附属図書館保健学部図書室の設置と琉

球政府立医学図書館の開館

那覇市与flQに昭和44年4月、保健学部が開設、

その後図書室も教室の一角を転用して、開室し

た。広さ は128.3111で32席あ り‘i隊員2人で内

1 人は非常勤であ っ た。 近 くにl~ï球政府立医学

図書館(U目前142年3月10日に設立)があり‘当時、

医学文献に乏しい沖縄で、 11ftーの医学専門図書

館として資料を収集整備し、医療従事者にサ

ピスを提供してきた。日本医学Igl詰館に加盟し

ていて. 職員も厳応義塾大学医学情報セ ンタ

及び主要な医学図書館で訓練を受付てきた。 昭

和47年5月に沖制が日本本土に復附 して、しば

6 

豊平朝美

らくして消滅した。その後、収集した医学資料

はれl'創II県庁の関係部局に分散した.この琉球政

府立医学図書館の利用対象者は医師会、薬剤

師会、衛生検査技師等医療従事者、琉球政府医

療職員等であった。

医学部分館の新設

千原団地に新館が完成して、首里キャンパス

より本館が移転、昭和56年9月に開館した。続

いて、昭和59年3月には上原団地に医学部分ftll

も竣工、 那絹市与儀キャ ンパスより移転して昭

和59年5月に医学部分館は開館された。分館が

:i'Ji!!iliされて、漸く利用者へのサ ビス機能を図

ることができるようになった。

県内病院図書室の現状

Igl1号室の職員のl名から2名程度でしかも兼

任が多く 、定員不足の状況である。 図書の整理

も十分に手が回らない。図諮室の規模は大小段々

である。 利用対象者は病院の医師、看護婦、看

護学校の学生等である。 利用|時間も半数近くが

24時間関室しているが、 r話番数、受入雑誌、種

数も少なく、県内病院図書室開でネットワーク

を組織して、40%近くを相互に文献複写のやり

取りをして助け合っている。残り大半を県外の

大学を含む医療機関に文献依頼している。 rfi~球

大学にも 6~7%の依頼を受けており、 県内医

療機|誕|に徴収猶予機関として認めることになっ

てから. 年々琉大の複写受付件数が増加してい

る状況である。 利用者への情報教育については、

学内ではワ クショップなど定期的に実施して

Medline 医学中央総誌等のCD-ROMの使い方

やOiJac等蔵書検索の指導を行っており、県内

病院図書室に対しでも‘主主望があれば応ずる阿

;活;があることを伝えているが、なかなか時間を

割いてこられない状況である。現状では県内病

院図書室からの文献複写依綴に円滑に対応して

いくことくらいである。年l回の!県内病院図書

室と木学との交流会を通じて、 病院図書室の砲

える問題点に触れる事ができ、その悩みを少し
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でも IPI~消するため、医学部分館において支援し

ていく必要性を感じる。

相互協力

県内の病院図書室に勤務する職員で構成する

「沖縄メディカルライブラリ 研究会」がある。

大小14機関20名で文献の相互貸借、 会員相互

の研究会を行っている。それ以前は 「県内病院

図書室交流会」として活動してきたのを、平成

9年に「沖純メデイカルライブラリー研究会j

として正式に誕生し、研修を含めた会員の相互

協力、研修報告に主眼をおいて活動している。

異色なことはこのメンバーに在沖米国海軍病院

図書室の会員がいることである。 300穐外国雑

誌のうち、 80種近い電子ジャーナルを導入し

ている。必要に応じて、 本国の米国海軍病院か

らも文献を取 り寄せることができる。本学とは

会計上の問題もあって、文献複写の受付は行っ

ていないが.研究会自身では相互に協力してい

る。

病院図書室との交流

現在のキャ ンパス移転前の那靭市の与儀キャ

ンパス時代は、保健学部に図書室があり、

本館から図書館職員が異動で勤務していたが、

その頃は近くの那覇病院の図書室及び本学の病

院図書室と、保健学部図書室との業務の交流が

あったようである。 昭和59年に現在の上原キ

ャンパス に移転してから、昭和60年頃か らt担

当者レベルで親睦会のような交流が琉大の呼び

掛けで行われてきた。それ以後現在まで交流会

を続けてきた。平成9年には公立病院の図書室

から、徴収猶予機関として文献複写の申込を受

け、昨年の平成10年にはさらに拡大して‘医

療法人の病院図書室に対しでも、徴収猶予機関

として申込を受けるよ うにした。これにより、

県内病院図書室は本学からの文献を早目に入手

できるようになった。

終わりに

日本本土と違って、戦後長期間米軍統治下に

あった沖縄で、県民の強い婆望に基づいて琉球

大学が創立された経過や、医学部の設置が実現

された事を考えると、琉球大学が地域への果た

さなければならない役割lも大きい。国立大学の
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法人化の検討や国立大学の定員削減は、毎年厳

しい状況になっている。又.ll!i近の外国雑誌の

高騰で医学部分館も平成11年度から 12年度ま

でに購読外国税誌を150種も中止 しており、平

成13年度も約50極余を中止予定である。本学

が県内の医療機関から複写依頼されている雑誌

は外国雑誌が大半を占めていることから、医療

機関への文献複写サ ビスに影響を及ぼすこと

も懸念される園 昨年の九州地区医学図書館協議

会で出された外国雑誌の問題で、九州大学医学

分館の悶悶専門員からの報告によれば、九州地

区で継続している純タイトルは2，365誌あり、

その中、 1館のみが所蔵している雑誌が1.197

誌(54.8)、2館所蔵が368誌(15.6%)となっている。

今後、稀用雑誌も含めて、九州地区でも分担収

集していく方向や.県内でも病院図書室を含む

分担収集を検討していくようにすれば相互協力

も更に突のあるものになると思われるe 地域医

療機関が地域への果たす役割は大きく、その先

端で任務を担っている病院医師や看護婦等に対

する病院図書室の果たす役割も又大きいといわ

なければならない。大学図書館が学内の利用者

だけでなく 、県内医療機関へ文献複写の相互協

力はもとより、その他の情報提供についても病

院図書室をサボ 卜していくととは、究極的に

は地域住民への医療サービスに燃がってくる。

最近では電子ジャ ナルの導入、イ ンタ ネ

ットによる情報の収集など情報の迅速化が進ん

でいるが、この面においても地域医療機関との

情報交換、支援体制等相互協力の推進が必要に

なってくるように思われる。

(とよひらともみ 図書館専門員)
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[写真は附属図書館医学部分館]
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。 開館案内 2000年1O~12月

10月

I1 月 火 水 木 金 1二 日

2 3 4 5 日 7 

B 9 10 II 12 13 14 F υ 

15 16 17 18 19 20 12 

22 23 24 25 2s 27 ~8 19 

2~) 30 31 26 

お知 ら せ

11月 12月

月 火 水 木 金 上 日 月 火 7]< 木

l 2 3 ιl 

6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 

13 14 15 16 17 18 JO 11 12 13 14 

20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 2J 

27 28 29 30 24 25 2日 n 28 
31 

-開館時間通常期 月~金 [黒字J 8:30~22:00 土 ・ 日・祝 [緑字J 1 3:00~20 :00 

休業期 月~金 [古字1 8:30~ 1 7:00 土・日・祝 [赤字] 休館

-休 館日 土・日1Ii¥1 (冬季休業 1 2/26~ 1 /6) 年末年始 (l2/28~1/4) 

硫大祭 (l 1/ 11~ 1l/ 1 2) 定例休館日 00/25.11/30.12/21)

(年間の開館案内はホームページをご覧ください)

。長期貸出開始

金

1 

8 

15 

22 

ど日

12月26日(火) ~ 1月6日 (土)は冬季休業のため、12月10日から長期の貸出しを行います。

貸出冊数は通常通りで変更はありません。返却期限は、平成13年 l月16日(月) です。

また、長期貸出した資料については、貸出延長の手続きはできませんのでご注意ください。

【10月の予定】

場 所 琉球大学附属図書館

1階多目的ホール

上映時間 食休業期13:30-
通常期 ①15:00-

②18:00-

10月 4日 (水)石の花 KAMEHHbIN LIBETOK/1946/ロシ71!央画 80分
10月11日 (水) 自転車泥棒:LADRJ DI sICIDELETTE/1948/イタリア映画 93分
10月18日 (水)第三の男。 THETHIRD MAN/1949/7メリカ映画 120分
10月25日 (水)審判 THE TRIAL/1963ノアメリカl狭間 118分

【11月の予定1

上

つ

9 

16 

23 

30 

11月 l日(水)イエスタ ・ベルリングの伝説 GOSTA BERLINGS SAGA/1924/スウエデン
映画 87分

11月 B日 (水)喜びなき街 DIE FREUDLOSE GASSE/1925/ドイツ映画 74分
11月15日(水)アンナ ・クリスティ ANNA CHRISTIE/1930/7メリ力映画 89分
11月22日(水)グラン ド・ ホテル GRAND HOTEL/1932/7メ1)tJ映画 112分
11月29日(水)マタ ・ハリ :MATA HAR1/1931/7刈力映画 89分

【12月の予定】

12月 6日 (水) 断崖 SUSPICION/1941/7メリカ映画 99分
12月13日 (水) ローマの休日 :ROMAN HOLIDAY/1953/アメリカ映画 118分
12月20日(水)ティファニーで朝食を :BREAKF AST A T TIFF ANγS/1961/7メリカl映画

114分
12月25日 (月)素晴しき哉、人生 IT'S WONDERFUL LIFE/1946/アメリカ映画 130分
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